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？
，少
く
と
も
沈
默
せ
し
む
る
に
資
す 

る
こ
と
を
疑
は
ざ
る
も
の
で
あ
る

o(it>id., P, 

5
0
0

 

: 
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V
M
;
: 

,
/

フ
ッ
ク
は
其
の
先
輩
グ
ヴ
ィ
ナ
ン
ト
が
其
の
奢

Discourses 
on the publidc,Revenues, 

s
d 

6
n 

the 

Trade 

of 

England, 

1
6
9
8
.

の
第
二
部
第
二
十
九
買
以
下
に
於
い
て
、

一

千
六
百
年
に
於
け
；る
英
國
の
鎮
貨
を
凡
そ

11

百
萬
と
積
算
せ
る
を
修
正
し
て
、
凡

そ

六

百

五

十

萬

よ

：做

し

、W

政

複

あ

直

後

0

改

鎮

に

於

い

て

は

凡

：そ

十

四

萬

、
光

榮

革

命

に

於

い

て

は

凡

そ

キ

千

八

百

冗

十

萬

と

做

し

、

•
. 

.

.

.

而

し

て

是

れ

等

の

確

定

せ

ら

れ

た

る

事

實

よ

ゎ

！̂

し

く

推

論

し

、
充

分

な

る

確

實

の

糖

度

を

以

つ

て

、
文

.抗

辯

せ

ら

る

の

虞

れ

な

く

し

て
、
其
の
：當
時
に
於
け
る
國
家
め.流
.通
现
金
がM

‘當

に一

ニ

チ

萬

以

下

に

見

積

ら

る

、

こ
，
と

能
は

.ざ
る
を
諭
給
す
る
。

(ibid.., pp. 5-9.)

o
, 

次
わ
で
彼
化
ほ
他"の動産に對
する鋳貨の

.蓋
然
的
比
率
浩
し
ぐ
は
比
例
を
定
む
ネ
に
努
めV此
の
點
に
於
い
て
は
政
治
算 

術
'
5
^
.ニ.大
家
"
か̂
1

ケ
.ィ
リ
ヶ
ム
‘
ぺ
チ
ィ
.及
び
ダ
タ
ィ
.
'ナ
シ
ト
傅+T

の
.所
說
は
に
相
容
る
\
こ
と
な
く
、
且，つ
雨

激

共

‘に

眞

實

を

離 

る

、
こ

と

遠

ぐ

し

て

> 
彼
ぼ
は
彼
れ
等
よ
りt
て
跨
ん
ど
何
等
の
挺
助
を
も
受
く
る
こ
と
熊
は
す
と
做
し
、
全
然
新
た
な
る
基
礎
よ
り 

出
發
せ
ん10̂.

と
を
期
；̂
、
商
し
て
貴
族
よr
小
農
民
に
至
る
r「

總

ぺ

て

の

階

級

の

人

民

ね

.全
範
圓
ほ
に
於
い
て
、
彼
れ
等
の
手
許
に# 

す
る
總
金
れ
高
は
彼
ル
#
の全
資
本
て
即
ち
主k

e

全

，資
求
の
±
十
分
のr

た
る
の
要
し」

'と
做
す
躲
著
者
の
所
言
を
ぐ
用
し
て
、
、 

現
弗
の
"現

の

高

三

：千
禽
に
之
か
と
他
の

S

産
：資
本
と
の
間d#

低
比
！
-
^
,るH

十
を
乘
じ
て
"®

時に於：

貨を除ける
 

靈

資

本
か

全

慎
値
器
レ
-ぐ
：̂合

：；！E

を
以
ホ
て
尼
賞
に
六
億
以
；下
に
は
見積
ら

る
ん
t
と
能
は
す
と
.做
し
て
.ゐ
る
ね(ibia,,:

でJtl:)。

第fir

に
彼
れ
は
主
に
於
け
る
總
ぺ
て.の

地

脉

續

權

と

じ
T
の
懷
値
を
算
定
ず
ぇQ
1
德
に
就
き
四
が
地
取
が
伊
タ
ニ 

i

れ
か
致
し
、而
し
て
地
？

^

王
國
を
通
じ
て
槪
し
て
其
の.，慎
値
の
.半
ぱ
以
上
.3
若

し

く

は

其

の

；，最

高

能

な

る

地

代

(K:ack- 

s
n
t
s
y

の

十

分
.の1:.

以
上
：に
査
定
せ
：ら

.1:0 V-A,r

と
な
ぎ
は
熟
饼
せGtiX

る
-

< 

麻で
ぁ
.る
力
是
.に
於
い
：て#
、
此
の
國
の
不
動
産
よ
り
生
：
 

す
あ
银
水
の
地
代g

總lib

は

少

く

と

ー

チ

爲

で

^
け
れ
ぱ
が
ら
す
、.而
しT

4
f

地
相
續
財
産
は
十
八
年
平

&

地
代
に
相
當
ず
る
慎
を‘
 

有
す
る
も
が
と
觀で#
,

評
懷
U
過
'ぐ
る
.の
.虞

れ

な

き

於

歡

三

億

；セ

モ

爲

と

計

ポ

せ

ら

れ

る

cibid，，，

P 

s

o

即

ち

ニ、
,

1

ガ

%

總

ぺ

資

&

她

亲

の

#

^
に
.於
み
セ
パ(

少

ぐ

と

も

英

國

民

が

，重
.嬰
な
各
"黑

國

民

と

.爲

れ

る

'以

後

に

於

い

て)

、 

此

’の

國

現

金

資

书

.

.
?
^
セ

地

資

本

が

粮

实

に

有

ず

る

，
確

^
1
5
^

ら

仏

な

る

，比

'率

と

し

て

尼

當

に

考

へ

ら

る

ト

可
.
*
U

 
‘で

-
あ

る

マ
 

1
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4
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0
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v
-
i
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ぐ
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:

シ
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ふ
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マ
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紀r
i
H

ハ
ぼ
年
に
於
は
る
國
民
时
資
本
め
黨
ス
現€
資
；
六
ま
.冗
十『

動
産
資
本
，

j

億
三
ホ
萬
、

資
本
八
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H

C

へr

に

一

八)

o

十

六

萬

'六

千

六

百

六

+

六

、

合

計

1
1
億

？#

六
瓦
：六

せ

ハ

5

ハ

千

六

百

六

六

、

.
'
! 

,

千

{ハ40
1
.

六

十

に

於

け

、る

其

れ

を

現

金

資

本

一 

;

千

四

亩

寓

、
：#

產

歡

本

ニ

億

<

千

萬

"
、士
.地

資

本

一

億

七

千

'

n

百

六

十

六

萬

六

千

ん

百

穴

十

六

、

合

計

四

億

六

千

六

百

六

十

六

萬

六

千 

.

.，六

.
}

A

六

十

六

、
.丄

.千

六

首

.八
+

八

#

ね

其

れ

を

琪

金

資

本

：一.中

.八

百
‘五

ヤ

萬

、
動

廣

資

本

|
ー

齋

あ

地

資

本

！
一
億
.！
一
千
，；；̂
百
+
 

'

六

萬

六

千

六

百

六

十

六

、

合

計

六

億

V
I千

六

百

六

十

生

ハ

萬

六

千

六

百

六

十

六

r

#
し

て

T
千

七
^
^
^
®

十

九

年

：の

其

れ

，̂

现

金

.資

本

三

千 

.
M
、
..

動

産

資

取

六

億

マ

土

地

資

本

三

億

.三
千
，萬

、

合

計

十

億

と

看

做

し•jjibid., 

p
p
.

 

.1
4
,l;^v).、

英

國

iSf

は

：
'
一

千

六

百

年

に

：比

.：
し

て

、

.
缴

'七

億

.
八

モ1M.

百

萬

ゥ

王

'政

復

古

の

當

時

に

比

し

て

、
，，五
億
ニ一

千

三

百

萬

、
、而

し

て

光

榮

#

命

の

當

時

に

比

し

て

三

億

八

千

三

百

'萬 

ソ
，だ
.け

富

裕

•の
.程

廣

を

增

加

せ

る

も

の

と

說5
.

て

ゐ

るO
Q
b
i
t
i
,
"

 

P
,

 

^
.
0

0

0
而

し

て
‘
彼

が

：
は

其

の

時

代

に

於

か

る

同

王

國

の

資

本

の

年

.々
 

'
の

墙

加

が

赂

々

T

千

一.

百

寧

五

千

で

あ

り

、
年

々

の

所

得

が'
r

億

.以

下

た

を

と

と

'を

得

ざ

る

に

.、
國

債

は

國

民

資

本

の

十

二

分

の4

に
達 

:
せ

す

、
.叉

其

の

利

子

は

國

民

所

得

の

三

十

分

ひ

.一

に

建

せ

ざ

る

‘
.が

故

に

、
'.，國

民

資

.本

の

年

々

の

増

加

が

公

債

ま

拂 

る

、
な

ら

ば

、

單

に

之

れ

，ひi
t"

に

依

ウ

す

單

利

を

つ

'て

七

個

年

間

に

公

債

全

額

を

皆

濟

す

可

き

で

あ

る

と

主

張

す

る

o
.
aが
i
d
o
o 

■
，被

れ

は

又

、

低

金

利

、
船

舶

の

墻

加

、
槽

進

せ

る

地

代

及

仏

土

地

相

纖

財

產

，の

高

償

が

：總Y

て

の

政

治

算

術

家

に

ょ

.つ

て

r

國

尿

の

健 

-
康

及

が

元

氣

，の

確

實

な

る

徵

候

と

し

て

，承

認

せ

.ら

る

、
旨

を

述

Y

て

、
.是

れ

等

の

：徴

候

に

現

れ

お

る

英

國

タ

賞g
:

增

進

^̂̂を 

..pp. ..3
4
-
4
4
0
0
,

國

債

は

其

の

高

を

倍

加

；̂

ら

K
5
〜

も

猶

ほ

何

等

眞

に

國

民

的

破

産

の

危

廣

.を

有

化

ざ

る

も

の

で

あ

る

o(

i

b

F 

P
.

 4
4
.
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.-

被

れ

.

S

く

、「

吾

人

は

f

力

ル

ト

流

の

哲

學

者

の

如

く

に

.吾

人

自

身

の

與

件

を

構

成

す

る

に

由

づ

て

純

然

た

る

假

設

的

基

礎

の

上

に

空 

,
,中

樓

閣

を

築

く

こ

と

を

し

な

か

つ

た

、

是

れ

等

の

哲

學

者

は

询

に

正

し

く

推

論

し

た

の

で

あ

る

が

、

而

も

之

れ

を

1
^
し̂

'か

ら

.ざ

る

原

圓
 

り

上

に

行

、つ

た」

と

。

フ

ク

ク

は

其

の

計

®

を

以

づ

て

完

全

に 

一

I...

ュ
ー

ト

シ

流

で

あ

る

と

寒

へ

る

。

彼i

ゐ

第

！
原

理

は

堅

牢

な

る

‘基 

礎

の

，上

に

立

ウ

少

數

の

事

實

で

あ

り

、
.
是

れ

等

の

も

の

ょ

り

す

る

其

の

結

論

は

明

瞭

に

しv
.̂、

&

然

な

る

も

の

で

あ

.'つ
て
'、
'且

つ

其

.の
思

i

當

な

る

こ

と

を

彼

れ

は

期

待

す

る

。

而

し

て

遺

般

の

强

圓

な

る

土

臺

の

上

に

確

平

た

る

上

家

は

設

立

：せ

ら

れ

る

。

そ

は

管

だ

に

黨

派

的
 

分

怒

及

び

庶

民

Q
i

^
I

i

を

凌

ぐ

の

み

な

ら

す

、

S

代

の

最

有

爲

な

る

政

治

的

技

師

Q

更

ら

に

規

則

j
i
j

し

く

し

て

且

つ

巧

妙

な

る

攻

撃

に
 

も

亦

堪

ふ

可

含

で

あ

る

と

彼

れ

は

自

食

す

る

o
'
へ

i
b
i
d
.
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